
（1）　第４２３号

令和２年11月３０日
出雲北陵中学高等学校
土江明文社　印刷

Ｎｏ.４２３

家
庭
科
研
究
部

ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞

11
月
３
日
㈫
、「
出
雲
ぜ
ん
ざ
い
を
使
っ
た
新

ご
当
地
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
２
次
審
査

が
行
わ
れ
、
和
田
守
芽
衣（
2-1
斐東
）
の
作
品
「
大

好
き
出
雲
♡
抹
茶
あ
ず
き
ム
ー
ス
」
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
。

　

こ
の
作
品
は
、あ

ず
き
餡
が
苦
手
な

方
に
も
味
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う

工
夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
出

雲
内
の
「
雲
州
洋
菓
子
メ
モ
リ
ー
」
に
て
商
品

化
さ
れ
、
期
間
限
定
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
今
後
も
活
動
に
励
ん
で

も
ら
い
た
い
。

卓　

球　

部

令
和
２
年
度
島
根
県
高
等
学
校
新
人
卓
球
大
会

時　

10
月
30
日
〜
11
月
１
日

於　

鹿
島
総
合
体
育
館　
　

団
体
戦
優
勝（
４
年
連
続
11
回
目
）

中
国
選
抜
大
会
へ
出
場

【
決
勝
リ
ー
グ
】

本
校　

３

－

０　

松
江
南

本
校　

３

－

０　
松
江
工
業

本
校　

３

－

０　

出
雲
西

本
校　

３

－

１　

明　

誠

本
校　

３

－

１　
松
徳
学
院

個
人
戦
優
勝

優　

勝　

原
田
哲
多（
2-4
北陵
）

第
２
位　

杉
浦
大
和（
1-1
北陵
）

○
大
会
総
評

　

団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
に
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
全
国
大
会
で
勝
ち
上
が
る
た
め
に

吹

奏

楽

部

第
26
回
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
大
会
最
優
秀
賞
受
賞

　

去
る
11
月
８
日
㈰
、
本
校
と
し
て
は
６
年
ぶ

り
４
度
目
の
出
場
と
な
っ
た
標
記
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
、

動
画
配
信
に
よ
る
審
査
と
な
っ
た
。

　

厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
生
徒
達
は
３

年
生
を
中
心
に
精
一
杯
の
努
力
を
し
て
録
画
に

臨
み
、
で
き
う
る
限
り

の
演
奏
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

結
果
、
高
等
学
校
Ｂ

部
門
に
お
い
て
上
位
12

校
に
贈
ら
れ
る
最
優
秀

賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
地

域
の
方
々
の
ご
支
援
は

も
と
よ
り
、
日
頃
か
ら

温
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
い

た
だ
い
て
い
る
保
護
者
・

卒
業
生
の
皆
様
の
お
蔭

と
部
員
一
同
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
に
愛
さ

れ
る
バ
ン
ド
を
目
指
し
、

精
進
し
て
い
き
た
い
。

は
ま
だ
技
術
の
正
確
性
や
安
定
性
が
足
り
な
い
。

日
々
の
練
習
で
課
題
を
克
服
し
て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

古
瀨
泰
之
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

令
和
２
年
度
島
根
県
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
戦

時

10
月
23
日
〜
25
日　
　
　
　
　

於　

石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

団
体
戦
準
優
勝　

中
国
選
抜
大
会
へ
出
場

２
回
戦　

本
校　

③

－

０　

松
江
高
専

準
々
決
勝　

本
校　

②

－

０　

出　

雲

ベ
ス
ト
４
リ
ー
グ

　
　
　
　

本
校　

③

－

０　

出
雲
工
業

　
　
　
　

本
校　

②

－

１　

安　

来

　
　
　
　

本
校　

１

－

②　

松
江
工
業

個
人
戦　

５
ペ
ア
が
上
位
大
会
へ
進
出

３
位　
神
田
好
太
郎（
2-2
浜東
）・
岩
崎
遥
平（
1-5
出一
）

Ｂ
８　

川
角
悠
太（
1-1
大社
）・
江
角
虎
哲（
1-4
河南
）

Ｂ
16　

木
村
蔵
人（
1-3
斐東
）・
青
木
快
生（
1-4
出南
）

Ｂ
16　

髙
橋
拓
眞（
1-3
久米
）・
陰
山
晃
成（
1-2
斐西
）

Ｂ
32　

野
津
広
人（
2-3
河南
）・
日
野
椋
太（
2-4
出三
）

○
大
会
総
評

　

新
チ
ー
ム
で
の
初
め
て
の
団
体
戦
で
あ
っ
た

が
、
苦
し
み
な
が
ら
も
決
勝
ま
で
進
む
こ
と
が

で
き
た
。
ス
コ
ア
上
は
あ
と
一
歩
で
あ
っ
た
が
、

内
容
的
に
改
善
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
部
分
が

多
か
っ
た
。
中
国
選
抜
に
向
け
て
意
識
、
技
術
、

チ
ー
ム
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
顧
問　

佐
々
木
雄
志
）

シングルス優勝
の原田選手

団体戦優勝メンバー

初
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

11
月
４
日
㈬
〜
６
日
㈮
の

日
程
で
英
語
研
修
（
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
）
を
実
施
。

参
加
者
は
中
学
３
年
生
21
名
。

本
研
修
を
企
画
い
た
だ
い
た

株
式
会
社
ア
イ
エ
ス
エ
イ
よ

り
ア
メ
リ
カ
人
の
ジ
ョ
ン
先

生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
。
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
て
の
楽
し
い
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
交
流

す
る
初
の
バ
ー
チ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
取
り

組
む
な
ど
、
普
段
味
わ
え
な
い
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ジ
ョ
ン
先
生
の
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、

英
語
が
苦
手
な
生
徒
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

英
語
漬
け
の
３
日
間

で
あ
っ
た
が
、
生
徒
か

ら
も
「
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
が
過
ぎ
た
」
と

い
う
声
が
あ
が
る
く
ら

い
、
充
実
し
た
研
修
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
生
徒
達
の
海
外

へ
の
興
味
関
心
が
よ
り

高
ま
っ
た
。

中
学
3
年
英
語
研
修

（
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
）

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
躍
動
す
る
北
陵
中
高
生

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
躍
動
す
る
北
陵
中
高
生



第４２３号　（2）

男
女
と
も
第
３
位

令
和
２
年
度
島
根
県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
　
　
　
　

兼　

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
２
０
２
０
島
根
県
予
選
会

時 

10
月
30
日
〜
11
月
１
日

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ　
　
　

【
男
子
】

２
回
戦　

本
校　

122

－

36 

島
根
中
央

準
々
決
勝　

本
校　

92

－

39 

浜　

田

準
決
勝　

本
校　

89

－

91 

松
江
西

　

第
３
位

○
大
会
総
評

　

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
今
大
会
に
臨
ん
だ

が
、
残
念
な
が
ら
３
連
覇
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
準
決
勝
の
松
江
西
戦
で
は
、

前
半
リ
ー
ド
を
許
す
展
開
と
な
り
、
後
半
に
追

い
上
げ
何
と
か
逆
転
し
た
も
の
の
、
最
後
の
プ

レ
ー
で
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
ら
れ
惜
敗
し
た
。
３

年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
全
国
大
会
出
場
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
っ
た
が
、
あ
と
一
歩
及
ば
な
か
っ
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
校
長
先
生
を
は
じ

め
、
保
護
者
の
皆
様
、
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
方

々
か
ら
多
く
の
ご
声
援
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

手
島
幹
人
）

【
女
子
】

２
回
戦　

本
校　

66

－

64 

松
江
農
林

準
々
決
勝　

本
校　

60

－

34 

松
江
東

準
決
勝　

本
校　

63

－

84 

松
徳
学
院　
　
　

　

第
３
位

○
大
会
総
評

　

松
江
農
林
戦
で
は
、
相
手
チ
ー
ム
に
好
き
な

よ
う
に
プ
レ
ー
さ
れ
、
自
分
達
の
本
来
の
力
を

発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
松
江
東
戦

で
は
序
盤
固
さ
が
見
ら
れ
た
が
、
後
半
思
い
切

り
の
い
い
シ
ュ
ー
ト
を
打
ち
、
点
差
を
つ
け
勝

利
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
続
く
松
徳
学
院
戦
で

は
疲
れ
か
ら
か
苦
し
い
場
面
が
続
き
、
そ
の
局

面
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
冬

し
っ
か
り
と
走
り
こ
み
た
い
。
当
日
は
保
護
者

の
皆
様
か
ら
応
援
い
た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

サ
ッ
カ
ー
部

第
99
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
島
根
県
大
会

時　

10
月
23
日　
　
　
　
　

於　

松
江
南
高
校
グ
ラ
ン
ド

第
26
回
出
雲
北
陵
高
等
学
校

英
語
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

時　

11
月
３
日　

於　

本
校
中
高
棟

　

史
上
初
の
リ
モ
ー

ト
開
催
と
な
っ
た
今

年
度
の
レ
シ
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

で
あ
っ
た
が
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
も
あ
り
、

無
事
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
来
賓
・

審
査
員
の
先
生
方
に

も
大
変
お
世
話
に
な

り
、
感
謝
し
て
い
る
。
結
果
は
次
の
通
り
。

＊
団
体
賞
（
出
雲
市
長
杯
）

出
雲
市
立
第
三
中
学
校

＊
個
人
賞

〈
最
優
秀
賞
〉

小
学
校
の
部　

吉
川　

吟
（
湖
陵
小
２
年
）

中
学
校
の
部　
長
野
サ
ユ
リ
（
出
雲
三
中
３
年
）

〈
優
秀
賞
〉

小
学
校
の
部　

小
玉
心
遥
（
西
野
小
５
年
）

中
学
校
の
部　
春
木
菜
々
子
（
島
大
附
属
９
年
）

　
　
　
　
　
　
深
田
佳
菜
乃
（
加
茂
中
３
年
）

　
　
　
　
　
　
渡
邉
絵
麗
奈
（
大
社
中
３
年
）

〈
奨
励
賞
〉

小
学
校
の
部　

吾
郷
和
椛
（
湖
陵
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　
山
田
陽
菜
乃
（
北
陽
小
４
年
）

中
学
校
の
部　

阿
式　

優
（
浜
山
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　
稲
毛
マ
イ
ナ
（
出
雲
三
中
１
年
）

　
　
　
　
　
　

片
岡
瑞
彩
（
島
大
附
属
８
年
）

　
　
　
　
　
　

來
海
帆
花
（
向
陽
中
２
年
）

　
　
　
　
　
　

田
部
誓
一
（
木
次
中
２
年
）

小学校の部受賞者の皆さん

中学生の部受賞者の皆さん 出雲市立第三中学校の皆さん

１
回
戦　

本
校　

０　

０

－

３　

６　

松
江
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　

０

－

３

○
大
会
総
評

　

今
年
度
は
総
体
が
な
く
な

り
３
年
生
は
気
持
ち
が
切
れ

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
ほ

と
ん
ど
の
部
員
が
残
り
、
最

後
の
大
会
に
出
場
し
て
く
れ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
結

果
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
思
い
を
込
め
て
こ

の
大
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
得
た
も
の
を
、
今

後
の
人
生
に
生
か
し
て
欲
し
い
。
１
・
２
年
生

は
３
年
生
の
思
い
を
忘
れ
ず
に
、
次
の
新
人
戦

に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
欲
し
い
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
々
の
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

（
顧
問　

鈴
木
雄
介
）

テ

ニ

ス

部

全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
県
予
選

時　

10
月
31
日　
　

於　

江
津
中
央
公
園

〈
男
子
団
体
〉

１
回
戦　

本
校　

２

－

③　

平
田

○
大
会
総
評

　

人
数
不
足
の
た
め
、
全
５
試
合
で
２
敗
か
ら

始
ま
る
背
水
の
陣
で
臨
ん
だ
。
残
念
な
が
ら
初

戦
で
敗
退
し
た
が
、
参
考
試
合
を
含
め
良
い
テ

ニ
ス
を
し
、
成
長
の
跡
も
見
ら
れ
た
。
次
の
団

体
戦
と
な
る
県
総
体
で
は
、
上
位
を
目
指
し
頑

張
り
た
い
。 

（
顧
問　

石
川
剛
亘
）

出
雲
地
区
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

時　

10
月
23
日

於　

出
雲
大
社

　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

出
雲
・
雲
南
の
２
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

出
雲
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
７
校
、
73

名
の
美
術
部
員
が
集
ま
り
、
油
絵
や
水
彩
で
風

景
画
に
取
り
組
ん
だ
。
今
年
初
め
て
の
行
事
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
張
り
切
っ
て
制

作
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
作
品
も
優
れ
た
も
の

が
多
く
、
本
校
か
ら
は
17
名
が
入
選
し
た
。

高
瀬
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

時　

11
月
８
日　
　
　
　
　

於　

出
雲
市
内
高
瀬
川
流
域

　

出
雲
南
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る
「
高

瀬
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が

あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク

ト
ク
ラ
ブ
生
徒
８
名
が

参
加
し
た
。

　

上
流
で
川
の
水
を
止

め
て
、
足
首
く
ら
い
ま

で
水
位
が
下
が
っ
た
と

こ
ろ
で
、
川
底
清
掃
を
し
た
。
空
き
ビ
ン
、
空

き
缶
、
乾
電
池
な
ど
の
小
さ
な
ゴ
ミ
か
ら
、
流

木
、
壊
れ
た
傘
、
衣
類
と
い
っ
た
大
き
な
ゴ
ミ

ま
で
、
２
〜
３
キ
ロ
ほ
ど
の
清
掃
区
域
の
中
で

多
く
の
ゴ
ミ
が
集
ま
っ
た
。

　

毎
年
恒
例
の
活
動
で
あ
る
が
、
ゴ
ミ
の
量
は

徐
々
に
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

２
時
間
ほ
ど
の
活
動
だ
っ
た
が
、
終
え
た
時

は
気
分
も
清
々
し
く
な
っ
た
。

吹

奏

楽

部

マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
２
０
２
０
「
秋
、マ
ー
チ
ン
グ
」

時　

10
月
25
日　
　

於　

カ
ミ
ア
リ
ー
ナ

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の
代
替
と
し
て
開
催

さ
れ
、
県
内
の
高
等
学
校
５
校
が
出
演
し
た
。

　

本
校
は
、「
ス
ペ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
委

嘱
作
品
で
あ
る
「
ア
ル
マ
・
エ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ

（
ス
ペ
イ
ン
の
魂
）」
と
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
キ

ャ
ッ
ツ
」
の
２
曲
の
マ
ー
チ
ン
グ
に
取
り
組
ん

だ
。

　
「
ア
ル
マ
・
エ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
」は
本
年
の
コ

ン
テ
ス
ト
に
臨
む
予
定
で
あ
っ
た
作
品
で
、
約

２
週
間
程
度
と
い
う
短
い
練
習
時
間
で
あ
っ
た

が
、
生
徒
達
は
よ
く
努
力
し
、
気
持
ち
の
こ
も

っ
た
素
晴
ら
し
い
演
奏
演
技
で
会
場
を
魅
了
し

た
。

　

当
日
ご
来
場
い
た
だ
き
応
援
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、
い
つ
も
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
保

護
者
・
卒
業
生
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部



（3）　第４２３号

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

　

11
月
９
日
㈪
、
高
校

２
年
生
を
対
象
と
し
た

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行

っ
た
。
地
元
企
業
25
社

に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、

生
徒
達
は
興
味
の
あ
る

職
種
の
説
明
を
聞
い
た
。

就
職
・
進
学
希
望
に
関

わ
ら
ず
、
地
元
で
活
躍

す
る
企
業
の
仕
事
を
知
る
こ
と
は
、
大
変
有
意

義
な
も
の
と
な
っ
た
。

避
難
訓
練

　

10
月
28
日
㈬
、
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

雨
天
時
は
中
高
別
に
集
合
し
、
避
難
確
認
後
は

各
教
室
へ
戻
っ
て
放
送
で
講
評
会
を
行
う
な
ど
、

何
通
り
も
計
画
を
立
て
て
い
た
が
、
無
事
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
へ
の
全
校
避
難
で
終
え
ら
れ
た
。
避

難
に
要
し
た
時
間
も
例
年
に
比
べ
て
短
く
、
生

徒
の
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
充
実
し
た
訓
練
と
な

っ
た
。公

開
授
業（
新
任
者
研
修
）

　

10
月
30
日
㈮
、
齋
藤
茉
耶
花
先
生
（
中
学
１

年　

音
楽
）
に
よ
る
公
開
授
業
が
行
わ
れ
た
。

　

公
開
授
業
は
、
教
科
、
学
年
等
の
垣
根
を
越

え
て
、
授
業
展
開
及
び
技
術
・
工
夫
な
ど
、
授

業
力
の
向
上
に
向
け
て

教
科
指
導
を
研
鑽
す
る

目
的
で
、
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　

齋
藤
先
生
は
緊
張
感

を
持
ち
な
が
ら
も
、
若

さ
あ
ふ
れ
る
授
業
を
展

開
さ
れ
た
。
多
く
の
先
生
方
に
参
観
い
た
だ
き
、

放
課
後
に
は
授
業
者
を
交
え
て
講
評
会
を
開
き
、

意
見
交
換
し
た
。

S
K
Y
M
E
N
U
ク
ラ
ウ
ド
研
修
会

日　

程

：

10
月
27
日　
　
　
　

講　

師

：

S
k
y
株
式
会
社

　

文
部
科
学
大
臣
か
ら
発
信

さ
れ
た
「
子
供
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
個
別
最
適
化
さ
れ
、

創
造
性
を
育
む
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
実
現
に
向
け
て
〜
令

和
時
代
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

し
て
の
１
人
１
台
端
末
環
境

〜
」
に
も
あ
る
よ
う
に
、
今

後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
必
須
と
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
目
の
前
に
迫
っ
て
い
る
そ
の
時
に
向

け
て
、
よ
り
良
い
指
導
の
た

め
に
S
k
y
株
式
会
社
よ
り

講
師
を
招
き
、
研
修
会
を
実

施
し
た
。研
修
会
で
は
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
実
際
に
使
用
し

な
が
ら
、実
践
的
な
説
明
を
受

け
、大
き
な
可
能
性
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。

 

（
担
当　

鈴
木
雄
介
）

中
学
校

卓　

球　

部

令
和
２
年
度
出
雲
地
区
中
学
校
新
人
卓
球
大
会

時　

11
月
11
日　
　
　
　

於　

松
江
市
総
合
体
育
館

〈
男
子
団
体
〉
第
２
位

〈
男
子
個
人
〉

優　

勝　

小
野
泰
和
（
中2-1 

鏡山
）

ベ
ス
ト
８　

濵
田
都
希
（
中2-2 

浜村
）

ベ
ス
ト
16　

田
中
悠
斗
（
中2-1 

面影
）

○
大
会
総
評

　

結
果
、
団
体
戦
に
加
え
個
人
戦
で
も
２
名
が

県
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。
今
後
は

県
大
会
で
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

 

（
顧
問　

相
場
翔
太
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

令
和
２
年
度
出
雲
地
区
中
学
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

時　

11
月
12
・
13
日　

於　

斐
川
第
一
体
育
館

【
女
子
】

本
校　

45
－

56 

宍
道

○
大
会
総
評

　

序
盤
か
ら
幾
度
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
な
が
ら
、

そ
れ
を
も
の
に
で
き
ず
、
苦
し
い
展
開
と
な
っ

た
。
後
半
粘
り
を
み
せ
た
が
、
前
半
の
点
差
を

詰
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
試
合
終
了
と
な
っ
た
。

　

こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
、
こ
の
冬
し
っ
か
り

と
練
習
に
励
み
た
い
。 

（
顧
問　

篠
原
勝
利
）

中
学
２
年
生 

合
同
礼
法

中
学
２
年
生 

合
同
礼
法

　

10
月
28
日
㈬
、
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
井

上
教
諭
に
よ
る
合
同
礼
法
を
行
っ
た
。
礼
や
挨

拶
と
い
っ
た
基
本
的
な
動
作
や
、
11
月
に
実
施

し
た
職
場
体
験
学
習
に
向
け
て
の
心
構
え
を
改

め
て
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
生
徒
の
感
想
の

中
に
は
、「
普
段
は
相
手
の
立
場
を
考
え
た
行

動
や
言
動
を
心
が
け
、
挨
拶
や
礼
な
ど
を
当
た

り
前
の
よ
う
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
学
校
生
活
で
も
意
識
し
て
い
き

た
い
。」、「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
職
場
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
有
難
い
こ

と
か
を
改
め
て
実
感
し
、
感
謝
の
気
持
ち
が
沸

い
て
き
た
。」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
。
礼
儀

作
法
や
職
場
体
験
学
習
へ
向
け
た
心
構
え
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
頃
の
学
校
生
活
の
大
切
さ

も
学
ん
だ
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

中
学
２
年
生 

職
場
体
験
学
習

中
学
２
年
生 

職
場
体
験
学
習

　

11
月
６
日
㈮
、
出
雲
市
内
21
事
業
所
の
ご
協

力
に
よ
り
職
場
体
験
学
習
を
実
施
し
た
。
体
験

に
向
け
て
、
１
学
期
末
か
ら
興
味
が
あ
る
職
業

や
業
種
を
調
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
体
験
先

が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、
職
場
の
事
前
調
べ
や
体

験
依
頼
の
電
話
、
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

　

体
験
当
日
は
、
普
段
と
異
な
る
環
境
に
不
安

一
杯
の
生
徒
達
で
あ
っ
た
が
、
職
場
の
皆
様
の

温
か
な
ご
指
導
の
も
と
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
改
め
て
働
く
こ
と
の
大
変
さ
、

厳
し
さ
を
肌
で
感
じ
た
。
将
来
の
職
業
選
択
に

生
か
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
の
一
員
と

し
て
必
要
な
こ

と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
お

世
話
に
な
っ
た

事
業
所
の
皆
様

に
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

中
学
１
年
生 

ふ
る
さ
と
学
習

中
学
１
年
生 

ふ
る
さ
と
学
習

　

11
月
６
日
㈮
、
中
学
１
年
生
19
名
が
ふ
る
さ

と
学
習
の
一
環
と
し
て
大
社
町
に
出
か
け
た
。

一
畑
電
鉄
で
出
雲
大
社
駅
ま
で
移
動
し
全
員
で

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
を
見
学
し
た

後
、
３
班
に
分
か
れ
て
出
雲
大
社
や
神
門
通
り

な
ど
で
調
べ
学
習
を
行
っ
た
。
生
徒
達
は
出
雲

の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
充
実
し
た

研
修
と
な
っ
た
。

プロビズモにて

島根医大病院にて



第４２３号　（4）

小
倉
百
人
一
首
に
思
う

　

自
分
の
好
き
な
歌
を
選
び
、
詠
み
と
れ

た
情
景
や
心
情
、
そ
し
て
自
分
の
思
い
を

綴
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

山
根
未
唯
那
（
1-2 

出一
）

君
が
た
め
惜
し
か
ら
ざ
り
し
い
の
ち
さ
へ

 

長
く
も
が
な
と
思
ひ
け
る
か
な

 
藤
原
義
孝

　

こ
の
歌
は
、
男
の
人
が
女
の
人
に
あ
う

た
め
な
ら
捨
て
て
も
惜
し
く
な
い
と
思
っ

て
い
た
命
で
さ
え
、
今
と
な
っ
て
は
あ
な

た
と
逢
う
た
め
に
で
き
る
だ
け
長
く
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
歌
で
す
。
こ
の
恋
の

た
め
な
ら
命
を
捨
て
て
も
い
い
と
思
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
一
度
二
人
の
思
い
が
通
じ

れ
ば
い
っ
そ
う
思
い
が
つ
の
り
、
女
性
を

愛
す
る
た
め
、
な
る
べ
く
長
く
生
き
て
い

た
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
歌
を
選
ん
だ
理
由
は
、
恋
の
た
め

な
ら
命
を
捨
て
て
も
い
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
、

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
二
人
の
思

い
が
通
じ
あ
っ
た
時
、
ず
っ
と
ず
っ
と
長
生

き
し
た
い
と
思
え
た
と
こ
ろ
が
素
敵
だ
な
と

思
っ
た
の
で
こ
の
歌
を
選
び
ま
し
た
。

佐
々
木
柊
花
（
1-2 

河南
）

な
が
ら
へ
ば
ま
た
こ
の
ご
ろ
や
し
の
ば
れ
む

 

憂
し
と
見
し
世
ぞ
今
は
恋
し
き

 

藤
原
清
輪
朝
臣

　

過
去
に
何
か
辛
か
っ
た
思
い
を
し
た
こ

と
や
嫌
だ
っ
た
こ
と
も
、
時
が
過
ぎ
れ
ば

懐
か
し
く
、
そ
ん
な
日
々
が
恋
し
い
と
感

作
品
と
研
究

じ
る
こ
と
が
多
い
な
あ
と
想
像
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
、
恋
し
さ
や
懐
か
し
さ
を
感
じ

て
い
る
こ
と
か
ら
過
去
に
頑
張
っ
て
良
か

っ
た
と
思
え
る
作
品
で
し
た
。

　

小
学
校
の
頃
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
て

き
て
、
練
習
が
嫌
に
な
っ
た
り
、
上
手
く

い
か
な
か
っ
た
り
、
思
い
通
り
に
い
か
な

か
っ
た
り
と
、
辛
か
っ
た
こ
と
は
多
か
っ

た
で
す
が
、
今
と
な
れ
ば
「
あ
の
時
し
っ

か
り
頑
張
れ
て
良
か
っ
た
。」と
い
う
思
い

や
懐
か
し
い
と
思
っ
た
り
す
る
自
分
の
心

情
に
少
し
似
て
る
な
と
思
い
選
び
ま
し
た
。

高
校
で
も
辛
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
逃
げ
出

し
た
い
と
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
将
来
に
は
楽
し
か
っ
た
な
と
い

う
思
い
と
、
頑
張
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
に
日
々
頑
張
ろ
う
！
と
勇
気
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

原
田
こ
の
み
（
1-1 

河南
）

吹
く
か
ら
に
秋
の
草
木
の
し
を
る
れ
ば

 
む
べ
山
風
を
嵐
と
い
ふ
ら
む

 

文
屋
康
秀

　

な
ぜ
こ
の
歌
が
い
い
と
思
っ
た
か
と
い

う
と
、
大
意
の
文
を
詠
ん
で
、
す
ご
く
納

得
し
た
と
と
も
に
、
と
て
も
面
白
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、
つ
い
最
近
の
風

景
と
似
て
い
る
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

風
が
吹
く
と
秋
の
草
木
は
す
ぐ
に
し
お

れ
て
い
く
と
書
い
て
あ
っ
て
、
学
校
の
外

は
植
物
が
多
い
し
、
教
室
か
ら
見
え
る
感

じ
と
同
じ
だ
な
。
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
山
風
の
こ
と
を
「
荒
し
」
と

い
い
、
文
で
「
嵐
」
と
書
く
の
で
あ
ろ
う

よ
。
と
書
い
て
あ
り
、
山
＋プ

ラ
ス

風
＝

イ
コ
ー
ル

嵐
と

い
う
お
も
し
ろ
い
言
語
遊
び
で
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

最
近
は
秋
が
終
わ
り
、
冬
が
近
づ
い
て

い
て
、
こ
の
歌
も
同
じ
よ
う
な
季
節
だ
っ

た
の
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

杉
浦　

大
和
（
1-1 

北陵
）

高
砂
の
を
の
へ
の
桜
咲
き
に
け
り

 

外
山
の
か
す
み
た
た
ず
も
あ
ら
な
む

 

前
中
納
言
匡
房

　

こ
の
歌
は
遠
い
山
に
き
れ
い
な
桜
が
咲

き
、
そ
れ
を
さ
え
ぎ
る
霞
が
立
た
な
い
で

欲
し
い
と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。
自

分
も
眺
め
る
も
の
や
目
標
の
ゴ
ー
ル
に
向

か
っ
て
い
く
時
に
邪
魔
が
入
ら
な
い
で
欲

し
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
、
共
感
で
き

る
と
感
じ
ま
し
た
。
で
も
そ
う
い
う
こ
と

も
あ
る
の
で
、
我
慢
を
し
て
苦
し
い
こ
と

を
乗
り
越
え
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

末
次　

陵
樹
（
1-1 

向陽
）

ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
き
か
ず
竜
田
川

 

か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
く
る
と
は

 

在
原
業
平
朝
臣

　

僕
が
こ
の
歌
を
選
ん
だ
理
由
は
、「
ち

は
や
ふ
る
」
と
い
う
映
画
を
見
た
時
、
登

場
人
物
が
詠
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
歌
の
大
意
は
（
人
の
代
は
も
ち
ろ

ん
）
神
代
に
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
、
竜

田
川
が
（
流
れ
る
紅も

み

じ葉
で
）
真
紅
の
色
に

水
を
く
く
り
染
め
に
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
。
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
歌
は

秋
の
歌
で
す
。
詠
ん
で
い
る
と
竜
田
川
面

に
紅
葉
し
た
〝
も
み
じ
〞
が
降
り
注
い
で
、

川
全
体
を
真
紅
に
染
め
て
い
る
と
い
う
景

色
が
頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
僕
の
家
の

庭
に
も
樹
齢
何
十
年
か
の
も
み
じ
の
木
が

あ
り
ま
す
が
、
毎
年
き
れ
い
に
紅
葉
し
、

庭
も
車
も
〝
も
み
じ
〞
に
包
ま
れ
る
の
で
、

紅
葉
に
染
ま
る
と
い
う
表
現
の
仕
方
が
と

て
も
美
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

石
飛　
　

杏
（
1-1 

斐西
）

朝
ぼ
ら
け
あ
り
あ
け
の
月
と
見
る
ま
で
に

 

吉
野
の
里
に
ふ
れ
る
白
雪

 

坂
上
是
則

　

こ
の
歌
を
選
ん
だ
理
由
は
、
頭
の
中
で

す
ご
く
き
れ
い
な
情
景
が
思
い
浮
か
べ
ら

れ
て
、
と
て
も
い
い
歌
だ
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。
夜
明
け
方
に
降
り
積
も
っ
て
い
る

白
雪
に
、
あ
り
あ
け
の
月
の
光
が
さ
し
て

い
る
よ
う
に
見
間
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
だ

っ
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
歌
に

は
体
言
止
め
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
と
て
も
詠
み
や
す
い
と
こ

ろ
も
こ
の
歌
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今月の
 1枚
「
小
川
」

清
間　

実
斗

（2-6）浜山

出
雲
地
区
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル　

入
選
作
品


